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会
長
挨
拶

昨
年
秋
、
母
校
創
立
百
十
周
年
の

記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
関
連
事
業
も
、
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
皆
様
は
じ
め
、

会
員
各
位
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
す
べ

て
滞
り
な
く
終
了
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
月
末
の
同
窓
会
入
会
式
で
は
、

二
百
三
十
九
名
の
新
会
員
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
春
に
は
紫
塚
同
窓
会
宮
城
支

部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
支
部

同
様
、
益
々
の
ご
発
展
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。
と
同
時
に
、
支
部
間

の
交
流
も
盛
ん
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
総
会
は
毎
年
、
六
月
の
第

一土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
十
年
会
が
八
月
十
五
日
に

紫
塚
同
窓
会
　
会
長

車

田

夫

催
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
該
当
年
次
の

皆
様
が
多
数
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
の
活
動
・運
営
に
当
た
っ

て
は
、
各
副
会
長
が
役
割
を
分
担
し

折
に
触
れ
て
正
副
会
長
・監
事
会
を

開
き
意
見
を
交
換
し
、
常
任
理
事
会

に
報
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
会
の
運
営
上
は
、
財
務
の

問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
目
下
の
と
こ

ろ
特
別
な
難
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
則
に
則
り
今
期
限
り
で
役
員
が

改
選
さ
れ
ま
す
が
、
任
期
一杯
し
っ

か
り
と
務
め
る
所
存
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
務
局

担
当
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

決
ま
っ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
決

め
れ
ば
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
予
定
を

く
む
の
に
便
利
だ
と
い
う
ご
希
望
に

応
え
た
も
の
で
す
。

今
年
度
も
十
年
会
が
賑
や
か
に
開

創
立
百
十
一月
年
　
史
な
る
飛
理
へ

学
贅

寺

内

孝

夫

日
頃
よ
り
車
田
会
長
さ
ん
は
じ
め
、

紫
塚
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
母
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典

は
じ
め
関
連
事
業
が
無
事
終
了
で
き

ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
四
月
十
九
日
の
第
百
十
一
回

創
立
記
念
行
事
に
は
、
現
在
、
農
林

水
産
省
大
臣
官
房
審
議
官
と
し
て
ご

活
躍
中
の
塚
原
太
郎
氏
（高
３０
回
卒
）

を
お
招
き
し
、
「大
高
卒
現
在
官
僚
」

と
題
し
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

官
僚
と
し
て
中
央
官
庁
で
働
く
先
輩

の
姿
に
生
徒
達
は
感
慨
ひ
と
し
お
の

よ
う
で
し
た
。

校
長
式
辞
で
は
、
創
立
記
念
日
の

由
来
や
校
訓
「質
素
堅
実
」
の
意
味
、

本
校
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

授
業
前
の
「黙
想
」
の
始
ま
り
、
８５

キ
ロ
強
歩
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
教
室
の

正
面
に
掲
額
さ
れ
て
い
る
本
校
学
習

指
導
の
根
幹
を
な
す
「学
習
の
指
針
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
六
項

目
か
ら
な
る
指
針
が
本
校
に
学
ぶ
間

の
み
な
ら
ず
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
の

心
得
、
生
き
方
の
指
針
と
な
っ
て
欲

し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

今
後
と
も
教
職
員
一同
、
母
校
の

更
な
る
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
同
窓
会
員
皆
様
の
一層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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睫
籟
黎
蛯

６
月
の
第
一土
曜
日
に
固
定
化

さ
れ
た
紫
塚
同
窓
会
総
会

６
月
１
日
（土
）
、
市
内
の
大
田

原
温
泉
・ホ
テ
ル
龍
城
苑
で
開
催
さ

れ
た
。

総
会
は
、
例
年
通
り
十
年
会
該
当

年
次
の
高
２５
回
・山
崎
稔
氏
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。

先
ず
、
車
田
会
長
か
ら
創
立
百
十

周
年
記
念
事
業
が
無
事
終
了
し
た
こ

と
の
お
礼
の
言
葉
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
寺
内
校
長
か
ら
、
活
気
あ
る

母
校
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

議
事
に
先
だ
ち
栄
典
者
へ
お
祝
い

金
が
車
田
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

栄
典
者
の
う
ち
前
島
恒
夫
氏
、
蓮
実

浩
氏
、
車
田
正
信
氏
、
渡
辺
喜
美
氏

（代
理
）
が
出
席
さ
れ
、
代
表
し
て

前
島
恒
夫
氏
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ら
れ
た
。

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
事
業
計

画
、
予
算
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

稲
垣
重
弘
代
表
常
任
理
事
（高
８
回
）

か
ら
「同
窓
会
の
情
報
発
信
手
段
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
智
ｏ３
８
ドを

活
用
し
て
い
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
。

会
報
の
あ
り
方
を
含
め
て
更
に
検
討

さ
れ
た
い
。」
池
嶋
英
哲
代
表
常
任

理
事
（高
２０
回
）
か
ら
は
、
「財
政

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
会

報
発
送
時
に
支
援
金
お
願
い
の
振
込

用
紙
を
同
封
し
て
は
ど
う
か
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
本
部
で
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

高
２５
回
代
表
常
任
理
事
飯
島
秀
人

氏
の
司
会
で
栄
典
者
を
囲
ふ
賑
や
か

に
開
催
さ
れ
た
。
（出
席
８０
名
）

高
２
回
の
三
本
木
武
・前
東
京
会

会
長
、
永
井
洋
・宮
城
支
部
支
部
長

は
じ
め
、
高
７
回
、
高
８
回
は
大
勢

参
加
さ
れ
旧
交
を
温
め
て
お
ら
れ
た
。

締
め
は
、
中
３４
回
の
中
島
勇
平
さ

ん
の
万
歳
三
唱
で
お
開
き
に
な
っ
た
。

９２
歳
に
な
る
中
島
先
輩
は
、
今
で
も

晩
酌
２
合
は
欠
か
さ
な
い
と
の
こ
と
。

皆
「あ
や
か
り
た
い
」
と
の
言
葉
を

残
し
て
会
場
を
後
に
し
た
。

叙
勲
者
・当
選
者
一覧

叙
勲
者

前
島
恒
夫
（高
７
）
旭
日
双
光
章

蓮
実
　
浩
（高
８
）
瑞
宝
小
綬
賞

車
田
正
信
（高
Ю
）
瑞
宝
単
光
章

藤
田
季
一
（高
２４
）
藍
綬
褒
章

当
選渡

辺
喜
美
（高
２２
）
衆
議
院
議
員

関
谷
暢
之
（高
３３
）

栃
木
県
議
会
議
員

平成24年度各支部総会等報告

4月 21日 (土)紫塚同窓会宮城支部設立総会
仙台ガーデンパレス

6月 9日 (土)紫塚同窓会矢板支部総会
矢板イースタンホテル

6月 22日 (金)県庁紫塚同窓会総会
ニューみくら

7月 21日 (土)紫塚同窓東京会役員・幹事会
品川プリンスホテル

10月 20日 (土)紫塚同窓会ゴルフ大会会長杯
琵琶池ゴルフ倶楽部

10月 27日 (土)近畿紫塚会総会
京都タワーホテル

H月 9日 (金)紫塚同窓東京会総会
品川プリンスホテル

11月 10日 (土)小り|1地区紫塚同窓会総会
幸寿司

3月 19日 (火)宇都宮紫塚同窓会総会
ホテル丸治

平成24年度紫塚同窓会事業報告

4月 19日 (木)

4月 19日 (木)

5月 10日 (土)

5月 19日 (土 )

6月 20日 (水)

7月 27日 (金)

8月 15日 (水)

10月 18日 (木)

1月 30日 (水)

2月 5日 (火)

2月 19日 (火)

2月 28日 (木)

第110回創立記念式典
監査
十年会第1回準備会
総会及び懇親会
同窓会報第37号発行
十年会第2回準備会
第59回十年会

(併中2、 高4、 高14、 高24、

高34、 高44、 高54回 )

創立110周年記念式典
正副会長監事会
正副会長監事会
常任理事会
同窓会入会式 (高65回 )
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項 目 本 年 度 前 年 度 増  減 備   考

前年度繰越 888,308 589,981 298,327

入 会  金 2,390,00C 2,350,00( 40,00C 入会終身会費

会 費 450,00C 450,00( 同窓生の終身会費

寄 付‐ 金 100,00( 100,00( 0 寄付金

雑  収  入 511,69, 580,019 ∠ゝ 68,327 会報の広告料等
△ 計 4,340,00( 4,070,00C 270,000

平成25年度紫塚同窓会一般会計予算
1.収  入

平成24年度紫塚同窓会一般会計決算報告
1.収  入

平成25年度紫塚同窓会事業計画
4月 19日 (金)第Hl回創立記念式典
4月 24日 (水)監査
5月 22日 (水)十年会第1回準備会
6月 1日 (土)総会及び懇親会 (会場 :龍城苑)

6月 20日 (木)同窓会報第38号発行
7月 26日 (金)十年会第2回準備会
8月 15日 (木)第60回十年会

(高 5、 15、 25、 35、 45、 55回 )

1月 下旬   正副会長監事会
2月下旬   常任理事会
2月 28日 (金)同窓会入会式 (高66回 )

平 成 25年 度 各 支 部 総 会
紫塚同窓会宮城支部総会   5月 25日 (土 )

ホテルJALシ テイ仙台
紫塚同窓会矢板支部総会   5月 25日 (土 )

矢板イァスタンホテル
紫塚同窓東京会役員・幹事会 7月 20日 (土 )

品川プリンスホテル
紫塚同窓会ゴルフ大会会長杯 10月 19日 (土 )

那須野ケ原カントリークラブ
近畿紫塚同窓会総会     10月 26日 (土 )

紫塚同窓東京会総会     11月 9日 (土 )

品川プリンスホテル
小川地区紫塚同窓会総会   H月 9日 (土 )

県庁紫塚同窓会総会     8月 上旬予定

宇都宮紫塚同窓会総会     月 日 ( )

平
成
２５
年
２
月
１９
日
に
（火
）
母

校
会
議
室
に
て
平
成
２４
年
度
常
任
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
（出
席
者
４８
名
）

例
年
通
り
同
窓
会
総
会
に
か
け
る

議
案
を
審
議
し
、
事
業
、
会
計
等
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
「総
会
に
か
け
る

議
案
を
審
議
す
る
に
は
、
常
任
理
事

会
開
催
日
が
早
す
ぎ
な
い
か
。
新
年

度
に
入
っ
て
か
ら
開
催
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
母

校
（事
務
局
）
と
相
談
の
結
果
、
学

校
行
事
や
教
員
、
事
務
職
員
の
異
動

等
を
勘
案
す
る
と
、
「こ
れ
ま
で
通

り
２
月
開
催
」
が
あ
り
が
た
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

項 目 予  算 収   入 増   減 備   考

前 年 度繰 越 589,981 589,981 0

入  会  金 2,350,00( 2,350,00C C 入会終身会費
△ 費 450,000 475,00C 25,00C 同窓生の終身会費

寄  付  金 100,000 300,00( 200,00C 寄付金

雑  収  入 580,019 705,396 125,377 会報の広告料等

合 計 4,070,000 4,420,377 350,377

項 目 本 年 度 前 年 度 増  減 備  考
創立記念費 230,000 230,00C 講師への謝礼等

総  会 費 100,00C 200,00( ∠ヽ 100,000 案内葉書等

十 年 会 費 400,00C 400,00( 0 案内状の郵送等

会  議  費 50,00C 50,000 常任理事会等

通  信  費 50,00( 50,00C 葉書等

報 1,500,000 1,500,00C 会報の印昂1郵送等

卒業褒賞補助 100,000 100,00C 卒業証書ホルダー

母校活動補助 600,000 100,00C 500,00C

慶  弔 費 400,000 400,00C 祝い金、香典等

支部会等補助 500,000 450,00C 50,00C 支部会同期会補助

旅 費 250,000 250,00C 交通費等

事  務  費 50,00C 50,00C 消耗品等

事 業 積 立 240,00( ∠ゝ240,00( 110周 年事業積立

雑 費 50,00( 50,00( 郵便振替手数料等

予 備  費 60,00( 60,000
計 4,340,00( 4,070,00C 270.000

項 目 予   算 支   出 残   額 備  考
創立記念費 230,00C 181,50C 48,50( 講師への謝礼等

総  会  費 200,00( 66,38C 133,620 案内葉書等

十 年 会 費 400,000 441.83C ∠ゝ 41,839 案内状の郵送等

会  議  費 50,000 3,05[ 46,945 常任理事会等

通  信  費 50,000 20,00C 30,000 案内葉書代

報 1,500,000 1,557,914 ∠ゝ 57,914 会報の印刷郵送等

卒業褒賞補助 100,00C 100,00( 0 卒業証書ホルダー

母校活動補助 100.000 99,08[ 強歩反射欅等

慶  弔 費 400.000 207.00( 193,000 祝い金、香典等

支部会等補助 450,000 439,24( 10,760 支部会同期会補助

旅 費 250,00C 164,54( 85,46( 交通費等

事  務  費 50,00C 50,00C 消耗品等

事 業 積 立 240,00( 239,000 1,00( 110周 年事業積立

雑 費 50,00( 12.516 37,484 郵便振替手数料等

予  備  費
△ 計 4,070,000 3,532,06S 537,931

平成24年度紫塚同窓会特別会計(基金)決算報告

収  入  額 20,457,119 繰越金、預金利息

支  出  額 0

残 額 20,457,119

平成24年度紫塚同窓会110周年記念事業積立決算報告

収  入  額 1,185,397 繰越金、基金積立、預金利息

支  出 額 1,185,397
残 額
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紫
塚
同
窓
会
東
京
会

副
会
長
　
今
泉
　
薫
（高
２０
回
）

恒
例
の
ゴ
ル
フ
会
は
２‐
回
目
を
数

え
、
平
成
２４
年
５
月
「千
葉
夷
隅
Ｃ

Ｃ
」
で
開
催
。
２２
名
が
晴
天
の
下
自

球
を
追
い
、
互
い
の
プ
レ
ー
に
笑
い

声
絶
え
ず
、
絆
が
よ
り
強
ま
っ
た
。

７
月
に
は
車
田
会
長
、
寺
内
校
長
、

磯
先
生
を
お
招
き
し
、
「役
員
と
の

夏
の
懇
親
会
」
を
催
し
た
。
（４‐
名

参
加
）
９
月
に
は
会
報
「む
ら
さ
き
」

三
千
部
発
行
し
、
会
員
千
二
百
名
に

総
会
案
内
を
送
付
し
た
。

創
立
六
〇
周
年
記
念
総
会

Ｈ
月
９
日
、
紫
塚
同
窓
東
京
会
の

創
立
六
十
周
年
記
念
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
大
島
会
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
、

車
田
会
長
、
寺
内
校
長
よ
り
お
祝
い

の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。
恩
師
渡
辺
光

男
。今
井
功
両
先
生
を
お
迎
え
し
多

く
の
初
参
加
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
津

久
井
大
田
原
市
長
、
藤
田
栃
木
県
東

京
事
務
所
長
か
ら
郷
土
の
現
状
な
ど

お
話
が
あ
り
、
渡
辺
喜
美
代
議
士
、

相
馬
、
山
口
県
議
、
神
島
副
会
長
に

も
お
越
し
頂
き
、
記
念
総
会
・懇
親

会
を
賑
や
か
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。

特
別
講
演
で
は
日
本
銀
行
鮎
瀬
典

夫
情
報
局
長
（高
２９
回
）
を
講
師
に

迎
え
、
日
銀
と
一般
銀
行
と
の
業
務

の
違
い
な
ど
の
話
に
、
皆
さ
ん
興
味

深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

総
会
で
は
、
永
年
東
京
会
発
展
に

寄
与
し
て
頂
い
た
三
本
木
武
前
会
長
、

猪
股
秀
章
事
務
局
長
、
会
報
担
当
の

青
木
義
脩
、
事
務
局
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
担
当
の
田
代
隆
行
副
会
長
に
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
・感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

懇
親
会
は
出
身
地
域
毎
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
、
故
郷
や
趣
味
の
話
で
盛
り

上
が
っ
た
。
記
念
総
会
に
相
応
し
く
、

最
高
齢
は
自
井
文
夫
氏
（中
３５
回
・

８９
歳
）
、
最
年
少
は
清
水
孝
宏
氏
と

川
島
啓
介
氏
（平
成
９
年
卒
。３３
歳
）

と
幅
広
い
出
席
が
あ
り
、
１
３
０
名

の
活
気
溢
れ
る
総
会
と
な
っ
た
０
ま

た
大
女
高
・千
草
会
の
皆
様
に
も
ご

参
加
頂
き
花
が
添
え
ら
れ
た
。
最
後

は
菊
地
健
男
氏
（高
３３
回
）
指
揮
の

下
、
校
歌
斉
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

今
秋
の
総
会
ま
で
に
大
○
周
年
記

念
誌
と
名
簿
発
行
予
定
で
現
在
準
備

を
進
め
て
お
り
、
皆
様
の
絶
大
な
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

近
畿
紫
塚
会

会
長
　
西
岡
　
尊
（高
７
回
）

平
成
２４
年
の
当
支
部
の
総
会
は
１０

月
２７
日
に
京
都
で
開
催
し
た
¨
当
支

部
の
会
合
は
か
ね
て
よ
り
大
田
原
女

子
高
の
Ｏ
Ｂ
で
作
る
千
草
会
と
合
同

で
開
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
学
び
舎

は
別
々
で
あ
っ
て
も
同
じ
故
郷
、
年

ふ
れ
ば
一緒
に
と
の
思
い
が
通
じ
合

い
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
華
や
か

で
話
題
尽
き
な
い
楽
し
い
会
合
に
な
っ

て
い
る
。

今
回
も
大
田
原
か
ら
車
田
会
長
、

両
校
の
校
長
お
よ
び
関
係
者
の
ご
出

席
を
賜
り
総
勢
３０
名
弱
で
は
あ
る
が

賑
や
か
な
会
合
に
な
っ
た
。
車
田
会

長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
両
校
長
か

ら
は
現
在
の
学
園
模
様
、
運
動
部
な

ど
の
部
活
動
、
進
学
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、　
一同
若
き
後
輩

た
ち
の
頑
張
り
に
感
嘆
し
、
質
実
剛

健
の
校
風
に
思
い
を
は
せ
た
。

当
支
部
で
は
関
西
の
大
学
に
進
学

し
て
い
る
学
生
諸
君
に
も
積
極
的
に

出
席
を
要
請
し
て
い
る
。
今
回
も
数

名
が
出
席
し
、
高
校
卒
業
後
ま
だ
日

も
浅
い
こ
と
も
あ
り
、
校
長
先
生
な

ど
と
の
会
話
も
弾
ん
で
い
た
。
こ
う

し
た
学
生
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
出

席
者
の
平
均
年
齢
は
ぐ
う
ん
と
低
く

な
り
、
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

会
終
了
後
は
支
部
で
用
意
し
た
二

次
会
が
あ
り
希
望
者
だ
け
で
は
あ
る

が
た
い
て
い
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
に
流
れ

込
む
。
今
回
も
同
じ
で
、
老
い
も
若

き
も
男
も
女
も
競
っ
て
得
意
の
歌
を

披
露
し
て
盛
り
上
が
り
、
改
め
て

「そ
の
人
と
な
り
」
を
発
見
し
た
。

も
の
静
か
な
車
田
会
長
の
な
つ
か
し

い
歌
を
聴
け
た
の
も
貴
重
で
あ
っ
た
。

昨
年
秋
に
大
田
原
で
開
催
さ
れ
た

紫
塚
会
Ｇ
Ｆ
ク
ラ
ブ
コ
ン
ペ
に
は
当

支
部
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
た
。
遠

く
て
難
し
い
点
も
あ
る
が
増
員
し
、

他
支
部
な
ど
と
の
交
流
を
も
っ
と
深

め
て
い
き
た
い
。

県
庁
紫
塚
同
窓
会

世
話
人
　
荒
井
竜
司
（高
４２
回
）

県
庁
に
在
職
す
る
大
高
Ｏ
Ｂ
で
組

織
す
る
本
会
は
、
今
年
度
７
人
の
新

人
を
迎
え
、
２
８
６
名
に
な
っ
た
。

本
会
で
は
、
退
職
に
よ
り
退
会
す

る
会
員
と
新
規
入
庁
に
よ
り
入
会
す

る
会
員
数
が
ほ
ぼ
同
数
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
２
８
０
人

前
後
の
会
員
数
を
維
持
し
、
県
庁
内

で
は
一大
勢
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
２４
年
度
の
総
会
は
、
４７
名
の

出
席
を
得
て
６
月
２２
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

岩
波
定
美
氏
（県
央
産
業
技
術
専
門

校
長
・現
県
立
美
術
館
長
）
が
会
長

に
、
肥
塚
喜
弘
氏
（前
大
田
原
県
税

事
務
所
長
）
及
び
佐
藤
佳
正
氏
（教

育
委
員
会
教
育
次
長
・現
労
働
委
員

会
事
務
局
長
）
が
副
会
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
高
出
身
で
栃
木
県
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
で
あ
る
天
鷹
酒
造

の
尾
崎
宗
範
社
長
が
顧
間
と
し
て
推

首都圏男寒1家同窓東京会
会 長 大 島 栄 寿 (高6回)
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挙
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
後
の
懇
親
会
に
は
、
御
多
忙

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
寺
内
孝
夫
校
長

や
増
渕
忠
行
紫
塚
同
窓
会
副
会
長
に

御
出
席
い
た
だ
き
、
進
学
状
況
や
八

五
ｋｍ強
歩
な
ど
の
近
況
や
同
窓
会
の

最
近
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
御
報
告

を
い
た
だ
い
た
他
、
本
会
の
顧
間
を

お
願
い
し
て
い
る
渡
辺
喜
美
衆
議
院

議
員
（代
理
）
、
中
川
幹
雄
県
議
会

議
員
、
相
馬
憲
一県
議
会
議
員
か
ら

叱
咤
激
励
が
入
っ
た
御
挨
拶
を
賜
り

ま
し
た
。

私
た
ち
本
会
の
会
員
は
、
母
校
の

校
訓
で
あ
る
「質
素
堅
実
」
、
「独

歩
豊
潤
」
、
「自
由
清
新
」
を
胸
に
、

今
後
も
県
勢
発
展
の
た
め
微
力
を
尽

く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
大
田

原
高
校
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
、
本
会
の
近
況
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宇
都
宮
紫
塚
同
窓
会

事
務
局
長
　
笹
沼
　
収
（高
９
回
）

去
る
３
月
１９
日
、
宇
都
宮
紫
塚
同

窓
会
総
会
が
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
。

当
日
は
寺
内
校
長
先
生
、
車
田
同

窓
会
長
、
大
島
東
京
同
窓
会
長
が
来

賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
ｏ

会
員
は
２４
名
が
出
席
さ
れ
、
総
会

後
の
懇
親
会
で
は
学
生
時
代
の
思
い

出
に
話
が
つ
き
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
寺
内
校
長
先
生
か
ら
は
大

学
入
試
の
概
況
報
告
が
あ
り
、
後
輩

た
ち
の
奮
闘
ぶ
り
に
感
心
し
て
お
り

ま
し
た
。

小
川
支
部

支
部
長
　
森
嶋
信
二
（高
１４
回
）

紫
塚
同
窓
会
小
川
支
部
は
、
毎
年

１１
月
の
第
２
土
曜
日
の
午
後
６
時
よ

り
支
部
総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

「支
部
会
員
資
格
保
持
者
」
は
１
０

０
名
を
越
す
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
年
会
費
納
入
の
正
会
員
は
平
成

２４
年
度
で
２５
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
の
支
部
総
会
に
出

席
さ
れ
る
会
員
は
、
２０
名
弱
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
現
役
の
若

い
会
員
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
程
い

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
支
部
の

存
在
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
私
が
中
心
に

な
り
、
会
員
を
増
や
す
べ
く
必
要
な

こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因

だ
と
深
く
反
省
を
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
と
し
て
、
若
者
層
に

は
「同
窓
会
」
に
対
す
る
趣
味
や
魅

力
な
ど
が
全
く
な
い
の
も
確
か
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
支
部
の

総
会
に
集
ま
っ
た
会
員
か
ら
は
、
な

ぜ
若
者
が
参
加
し
て
く
れ
な
い
の
か
い

と
嘆
く
声
が
い
つ
も
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
「小
川
支
部
だ

け
の
も
の
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
新
役
員
の
方
々

に
は
、
是
非
と
も
何
ら
か
の
手
段
に

よ
っ
て
会
員
増
が
図
れ
ま
す
よ
う
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

紫
塚
同
窓会
矢
板
支
部

事
務
局
長
　
横
塚
順
一
（高
３‐
回
）

紫
塚
同
窓
会
矢
板
支
部
は
、
市
内

の
卒
業
生
の
方
の
多
く
の
声
を
受
け

て
、
平
成
１７
年
１
月
の
設
立
総
会
に

よ
り
組
織
さ
れ
、
設
立
後
８
年
余
り

が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
は
、
市
内
に
在
住
す
る
大
高

出
身
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
毎

年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
等
を
議

案
ど
し
て
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
は
、
５
月
２５
日
に
市

内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
会
員
３０
名

の
参
加
の
も
と
、
紫
塚
同
窓
会
の
車

田
会
長
を
お
招
き
し
て
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
大
高
出
身
者

で
あ
り
、
ご
自
身
も
長
く
大
高
で
教

鞭
を
と
っ
て
い
ら
し
た
元
黒
羽
高
校

長
の
渡
辺
光
男
先
生
よ
り
、
「大
高

と
私
」
と
題
し
て
の
特
別
講
演
が
行

わ
れ
、
豊
富
な
経
験
を
基
に
さ
れ
た

貴
重
な
お
話
と
、
オ
カ
リ
ナ
や
ギ
タ
ー

を
使
っ
て
の
演
奏
な
ど
に
参
加
し
た

会
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

会
員
同
士
が
旧
交
を
温
め
る
と
と
も

に
、
今
回
は
、
２０
代
の
若
い
会
員
の

出
席
も
あ
り
、
大
高
校
歌
を
斉
唱
す

る
な
ど
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紫
塚
同
窓
会
宮
城
支
部

監
事
　
相
馬
　
佼
（高
１３
回
）

最
初
に
、
母
校
大
田
原
高
等
学
校

の
文
武
両
道
の
雄
と
し
て
の
着
実
な

ご
発
展
と
各
地
の
同
窓
会
の
磐
石
な

ご
発
展
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
宮
城
支
部
の
設
立
準
備
は
「

平
成
２３
年
３
月
Ｈ
日
に
発
生
し
た
未

曾
有
の
東
日
本
大
震
災
の
７
ヶ
月
後

の
１０
月
か
ら
、
大
島
栄
寿
同
窓
会
副

会
長
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
取
り

組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
２４
年
４
月
２‐
日
に

紫
塚
同
窓
会
宮
城
支
部
設
立
総
会
を

開
催
し
、
車
田
孝
夫
同
窓
会
会
長
、

大
島
栄
寿
会
長
、
齋
藤
良
則
教
頭
の

ご
臨
席
の
も
と
、
１０
名
の
同
窓
生
が

出
席
し
て
第
７
番
目
の
支
部
と
し
て

仲
間
入
り
し
、
宮
城
支
部
が
第
一歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
設

立
総
会
資
料
及
び
紫
塚
同
窓
会
報

（第
３７
号
）
を
宮
城
県
在
住
同
窓
生

３８
名
に
送
付
し
て
、
会
員
加
入
と
年

会
費
納
入
依
頼
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

‐３
名
の
同
窓
生
か
ら
の
会
費
納
入
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
２５
年
度
の
活
動
と
し

て
は
、
５
月
２５
日
に
定
期
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

「学
都
仙
台
」
で
就
学
中
の
学
生
並

び
に
「社
の
都
仙
台
」
に
在
住
の
千

草
会
会
員
に
も
声
を
掛
け
て
、
支
部

組
織
の
拡
大
充
実
と
支
部
活
動
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
情
報
提
供
を
頂
け
れ
ば
有

難
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
母
校

大
田
原
高
等
学
校
並
び
に
紫
塚
同
窓

会
の
益
々
の
ご
発
展
を
衷
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
宮
城
支
部

の
近
況
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

宇都宮紫塚同窓会
会長青 木  勲 (高 9回 )

事務局 〒3200833
宇都宮市不動前 1-3-14
北関東綜合警備保障帥内
TE L 028-639-0308
FAX 028-638-8396
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また会おう
ではな
いか
／

高
４
回
　
千
坂
　
英
雄

同
期
の
級
友
が
「紫
塚
」
を
起
点

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
始
め
て

６０
年
が
経
つ
。
中
田
原
に
あ
る
勝
田

屋
と
ホ
テ
ル
ア
オ
キ
で
開
か
れ
た
、

こ
の
６０
年
目
の
最
終
の
十
年
会
。同

期
会
に
は
併
中
２
回
、
高
４
回
併
せ

て
２８
名
の
級
友
が
参
加
し
た
。

中
学
―
高
校
の
６
年
間
、
多
感
な

青
春
を
過
ご
し
た
こ
の
地
、
こ
の
時

の
記
憶
は
今
な
お
鮮
明
で
あ
る
。
い

ま
は
鬼
籍
の
人
と
な
っ
た
先
生
方
、

全
身
全
霊
で
私
ど
も
に
ぶ
つ
か
っ
て

き
て
く
れ
た
沢
山
の
先
生
の
こ
と
は

忘
れ
ら
れ
な
い
。
お
名
前
、
担
当
教

科
、
出
来
事
な
ど
と
と
も
に
、
若
い

心
に
刻
ま
れ
た
残
像
を
今
も
反
勿
し

て
い
る
。
私
は
、
「紫
塚
」
に
学
ん

で
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
う
。

十
年
会
は
、
私
に
は
２
回
目
の
参

加
で
あ
る
。
若
い
頃
は
先
の
こ
と
に

し
か
気
が
回
ら
ず
、
い
つ
し
か
紫
塚

・級
友
と
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
。

５０
年
、
６０
年
ぶ
り
の
級
友
と
話
を
し
、

こ
ん
な
身
近
に
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を

持
つ
人
間
、
広
い
世
界
が
あ
っ
た
の

か
と
目
か
ら
う
ろ
こ
の
思
い
が
し
た
。

わ
が
人
生
は
、
自
分
の
世
界
を
小
さ

く
す
る
た
め
に
時
間
を
使
っ
て
き
た

の
で
は
と
思
い
た
ぐ
な
る
。

６０
年
間
、
同
窓
会
を
支
え
て
き
た

幹
事
の
方
々
へ
の
感
謝
は
言
い
尽
く

せ
な
い
。
も
う
少
し
続
け
て
と
お
願

い
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
お
互
い
年

を
取
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
だ
れ
か

余
力
を
残
し
て
い
る
人
が
自
発
的
に

会
合
の
発
意
、
世
話
を
し
て
―
　
と

願
う
の
は
虫
が
よ
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
、

ま
だ
語
り
合
い
た
い
こ
と
が
沢
山
あ

Ｚつ。十
年
会
雑
感

高
１４
回
　
佐
藤
　
勝
洋

「お
や
、
あ
の
顔
は
？
」

同
窓
会
の
多
勢
の
中
を
、
胸
の
名
札

を
頼
り
に
近
づ
け
ば
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
彼
だ
っ
た
。
５０
年
を
経
た
歳
月
も

瞬
時
に
縮
ま
っ
て
―
―
こ
ん
な
ふ
う

に
十
年
会
は
始
ま
っ
た
。

幾
多
の
風
雪
を
浴
び
た
で
あ
ろ
う

こ
の
日
ま
で
。
お
歴
々
は
歩
ん
で
き

た
人
生
に
自
信
を
脹
ら
せ
て
会
場
に

参
集
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
背
後
に
オ
ー

ラ
に
似
た
輝
き
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

自
ず
か
ら
然
り
と
す
る
、
歩
み
続
け

た
男
の
自
然
な
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
Ю
年
先
輩
諸
兄
の
軒

昂
さ
は
「ど
う
だ
′
」
と
、
我
々
の

１０
年
先
に
少
し
の
勇
気
を
く
れ
る
。

そ
し
て
校
歌
斉
唱
、
か
つ
て
は
高

歌
放
吟
ば
か
り
だ
っ
た
そ
の
詩
も
、

年
月
を
重
ね
て
み
れ
ば
改
め
て
含
蓄

あ
る
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
年
齢
差

５０
年
に
も
な
る
各
世
代
の
思
い
入
れ

を
伴
っ
て
、
全
体
会
の
セ
レ
モ
一一―

が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
と
趣
向
で
同
期
会
へ
と
移
行
す

２一。

半
世
紀
を
遡
っ
て
当
時
の
精
神
構

造
（？
）
に
戻
っ
た
７０
歳
手
前
の
高

校
生
た
ち
ノ
。
談
・飲
食
に
尽
き

ぬ
花
が
咲
い
て
、
心
地
よ
い
空
気
の

中
に
身
を
委
ね
る
の
だ
っ
た
。
恩
師

で
あ
る
小
松
具
一郎
先
生
も
近
し
く

接
し
て
く
だ
さ
り
、
青
春
の
頃
の
ス

ポ
ー
ツ
談
や
恋
談
義
も
尽
き
ぬ
思
い

出
ば
な
し
で
あ
っ
た
。

宴
た
け
な
わ
と
な
り
、
会
場
を
見

回
せ
ば
グ
ラ
ス
を
片
手
に
幾
つ
も
の

輸
が
出
来
て
は
解
け
ま
た
新
た
な
輸

に
な
っ
て
い
く
さ
ま
は
、
学
ラ
ン
姿

こ
そ
な
い
も
の
の
教
室
内
に
於
け
る

そ
れ
だ
っ
た
。
笑
い
た
っ
ぷ
り
の
余

興
に
拍
手
あ
り
、
自
己
紹
介
で
は
マ

イ
ク
の
前
に
立
っ
た
ひ
と
り
一人
に

微
笑
ま
し
い
味
が
滲
み
出
て
い
た
。

お
そ
ら
く
は
家
族
も
見
た
こ
と
も
な

い
で
あ
ろ
う
純
な
表
情
が
懐
か
し
い
。

や
が
て
「高
校
三
年
生
」
を
合
唱
す

る
に
至
っ
て
は
、　
一転
し
て
不
屈
の

歴
史
を
背
負
っ
た
し
た
た
か
な
高
校

生
に
な
っ
て
和
す
る
の
だ
っ
た
。

楽
し
い
時
間
は
急
滞
の
よ
う
に
過

ぎ
る
。
名
残
を
惜
し
ん
で
交
わ
す
握

手
、
挨
拶
は
再
会
の
約
束
だ
っ
た
の

か
。
大
正
の
詩
人
・金
子
み
す
ゞ
の

詩
を
彿
彿
と
さ
せ
る
光
景
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

「み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
」

同
窓
会
に出
ら
れ
る
人
生

高
２４
回
　
鎌
田
美
樹
雄

十
年
ぶ
り
の
同
窓
会
で
あ
っ
た
。

十
年
前
と
く
ら
べ
て
、
み
ん
な
貫
隷

が
出
て
き
て
い
た
。
考
え
れ
ば
我
々

の
世
代
が
、
こ
の
社
会
の
責
任
者
で

あ
る
。
大
高
時
代
の
紅
顔
の
少
年
が
、

久
々
の
再
会
の
宴
席
で
、
お
酒
が
入

り
、
に
こ
や
か
な
紅
顔
の
定
年
に
な
っ

て
い
た
。

十
年
た
っ
た
の
に
、
若
い
心
は
そ

の
ま
ま
で
、
少
し
頭
が
禿
げ
て
、
お

腹
が
出
て
い
る
の
は
、
私
を
含
め
て

数
人
で
あ
っ
た
。
遠
く
へ
行
っ
て
お

盆
し
か
旧
友
に
会
え
ず
、
大
は
じ
ゃ

ぎ
し
て
い
る
友
。
知
人
が
来
れ
ず
心

な
し
、
お
と
な
し
く
し
て
い
る
友
。

気
の
合
う
仲
間
と
時
た
ま
酒
を
飲
ん

で
い
る
連
中
。
高
校
時
代
の
美
し
い

マ
ド
ン
ナ
の
話
を
し
て
い
る
連
中
。

話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
、
幸
せ
な

一時
で
あ
っ
た
。

父
か
ら
は
、
同
級
会
へ
出
ら
れ
る

人
生
に
な
れ
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
。

暇
が
な
い
、
行
き
た
く
て
も
体
が
悪

い
、
異
郷
の
地
に
あ
り
す
ぐ
に
は
帰

ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
来
ら
れ
た
仲
間

は
、
人
生
を
祝
福
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

た
。
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私
と
同
じ
く
メ
タ
ボ
の
医
師
と
、

お
互
い
十
年
後
健
康
で
再
会
し
ま
し
ょ

う
と
、
そ
っ
と
握
手
を
し
て
お
別
れ

し
た
。
な
つ
か
し
い
大
高
時
代
、
そ

し
て
友
達
よ
、
あ
り
が
と
う
。

次
回
は
気
楽
に

席
を
約
束
し
て
解
散
し
ま
し
た
。
次

回
の
案
内
の
際
に
は
、
前
回
誰
が
出

席
し
た
か
私
を
始
め
幹
事
に
尋
ね
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
「あ
い
つ
が

出
て
い
る
な
ら
、
出
て
み
よ
う
か
。」

と
い
う
気
楽
な
気
持
ち
で
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

高
４４
回
　
古
内
　
誠
二

高
校
を
卒
業
し
て
２０
年
。
高
校
の

卒
業
が
１８
歳
の
と
き
な
の
で
、
い
つ

の
間
に
か
事
業
し
て
か
ら
の
年
月
の

方
が
長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
１０
年

ぶ
り
、
２０
年
ぶ
り
の
顔
を
見
て
、
懐

か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
来
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「久
し
ぶ

り
」
の
声
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
も

し
た
か
の
よ
う
に
、
音
と
変
わ
ら
ぬ

様
子
で
十
年
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２０
年
経
っ
た
今
で
も
、
高
校
時
代
の

友
人
と
の
強
い
『絆
』
を
感
じ
る
こ

ど
が
で
き
、
何
と
も
言
え
な
い
居
心

地
の
良
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
恩
師
の
渡
辺
光
男
先
生
、

郡
司
淳
先
生
、
井
上
静
雄
先
生
に
お

会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
お
姿
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
先
生
方
は
、
定
年
を
迎
え
ら

れ
て
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
志
を
高
く

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
、
今
も
な
お

私
達
に
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
”四
十
に
し
て
惑
わ
ず
“

の
歳
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
十
年
会

で
同
級
生
や
恩
師
に
再
会
で
き
た
こ

と
は
、
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
幹
事
と
し
て
、
会
の
運
営
の

難
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
紫
塚

同
窓
会
の
持
つ
『絆
』
の
強
さ
を
改

め
て
感
じ
、
今
後
も
継
続
し
て
「十

年
会
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
全
国
で
活
躍
す
る
同
窓
生
が

一人
で
も
多
く
「十
年
会
」
に
参
加

し
、
紫
塚
同
窓
会
の
活
動
が
多
く
の

会
員
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

ドキドキしながら会場
へ

高
５４
回
　
中
尾
　
泰
治

現
在
大
阪
に
住
ん
で
い
る
私
は
、

唯
一参
加
し
よ
う
と
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
た
友
人
に
那
須
塩
原
駅
か
ら
車

で
拾
っ
て
も
ら
い
、
ど
ん
な
場
な
の

か
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
同
窓
会
の

会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
受
付

で
１０
人
に
満
た
な
い
名
簿
を
見
た
時

は
、
正
直
残
念
で
し
た
。
会
場
全
体

で
は
４
回
卒
の
大
先
輩
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
年
齢
で
言
え
ば
７９
歳
を
は

じ
め
と
す
る
諸
先
輩
の
元
気
な
ご
様

子
を
み
て
、
こ
れ
は
日
本
の
縮
図
か

も
し
れ
な
い
、
と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

人
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

当
時
の
先
生
方
、
同
期
生
と
話
す
の

は
懐
か
し
く
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

家
が
す
ぐ
そ
ば
の
同
期
生
と
初
め
て

知
り
合
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。私

が
一番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

大
島
先
生
が
定
年
後
も
非
常
勤
と
し

て
大
高
で
教
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う

話
を
な
さ
っ
て
い
る
と
き
の
、
ち
ょ
っ

と
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
お
顔
で
す
。

先
生
に
は
２
年
生
の
時
に
数
学
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
キ

リ
ッ
と
さ
れ
て
教
え
て
ら
っ
し
ゃ
る

姿
が
私
の
先
生
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

当
時
見
た
こ
と
の
な
い
一面
を
見
て
、

先
生
と
生
徒
と
い
う
関
係
と
は
少
し

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
お
話
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
た
気
が
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
お
つ
く
り
頂
い
た
、
幹

事
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
し
よ
う
と
約
束
し

十
年
会
に
想
う
こ
と

高
３４
回
　
渡
邊
　
康
成

他
年
度
卒
の
方
々
に
比
べ
、
二
次

会
ま
で
を
合
わ
せ
て
１５
名
と
参
加
人

数
が
少
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、

我
々
に
と
っ
て
の
第
１
回
。第
２
回

に
比
し
て
、
数
を
増
や
し
て
参
り
ま

し
た
。
古
沢
先
生
、
青
木
先
生
、
金

澤
先
生
の
３
人
の
恩
師
の
先
生
方
に

御
出
席
い
た
だ
き
、
在
学
時
の
思
い

出
話
や
現
在
の
仕
事
・趣
味
・家
族

等
々
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

先
生
方
は
二
次
会
に
ま
で
出
席
し
、

我
々
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
幹

事
の
一人
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
受
付
、
恩
師
の
先
生
方
の

接
待
、
二
次
会
の
司
会
の
仕
事
や
参

加
者
を
増
や
す
働
き
か
け
を
す
る
な

ど
、
皆
で
協
力
で
き
た
十
年
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
５９
歳
に
な

る
年
度
の
２
０
２
２
年
の
８
月
１５
日

で
す
。
参
加
者
全
員
に
と
っ
て
、
多

く
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

今
回
の
参
加
者
全
員
が
、
次
回
の
出
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今
回
も
同
窓
会
員
の
視
点
で
ま
と

め
ま
し
た
。
主
に
「紫
塚
２
０
１
２
」

「図
書
館
だ
よ
り
」
「大
高
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
報
」
「紫
窓
」
か
ら
引
用
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（編
集
長
）

【写
真
協
力
】
ミ
ハ
ル
写
真
館

学
校
行
事

強
歩
っ
て
な
ん
て

有
難
い
ん
だ
ろ
う

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
神
島
仁
誓

（同
窓
会
副
会
長
・高
２４
回
）

私
は
か
つ
て
教
員
と
し
て
大
高
に

お
世
話
に
な
り
昭
和
６‐
年
か
ら
６３
年

の
第
１
回
か
ら
第
３
回
強
歩
で
は
先

導
歩
と
し
て
全
コ
ー
ス
を
歩
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
の
第

７
回
か
ら
平
成
１０
年
の
第
１３
回
強
歩

で
は
、
強
歩
の
主
任
と
し
て
強
歩
の

計
画
立
案
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
協
議
を

重
ね
支
援
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

さ
て
今
回
の
強
歩
で
は
、
学
校
か

ら
年
度
当
初
よ
り
強
歩
の
強
調
点
が

示
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
全
面
的
に
協
力

を
す
る
態
度
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
強
歩
の
具
体
的
な
目
的
で
あ
る

「自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
主
的
に

工
夫
し
て
対
処
し
よ
う
」
と
い
う
方

針
に
立
ち
返
っ
て
、
ポ
カ
リ
等
の
接

待
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
の
サ
ー
ビ
ス

は
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
を
控
え
て
強
歩

の
原
点
回
復
を
は
か
る
べ
き
」
と
い

う
課
題
が
こ
な
せ
た
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

比
較
的
風
雨
寒
暑
の
穏
や
か
な
時

期
に
、
那
須
の
が
原
扇
状
地
の
ほ
ぼ

外
周
部
を
歩
行
で
き
る
と
い
う
フ
ィ
ー

ル
ド
に
恵
ま
れ
、
同
窓
生
・地
域
の

方
々
、
教
職
員
・Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
全
面

的
な
支
援
を
受
け
、
何
よ
り
困
難
な

こ
と
に
立
ち
向
か
う
の
を
い
と
わ
な

い
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
ご
縁
に
感
謝
し
た
い
も
の

で
す
。（大

高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
第
５５
号
）

第
２８
回
強
歩

平
成
２５
年
５
月
１６
日
、
１７
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
伝
統
の
行
事
が
開

催
さ
れ
た
。
出
発
地
の
正
門
前
に
、

大
田
原
市
の
ユ
ル
キ
ャ
ラ
「与
一く

ん
」
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
、
と
ち
ぎ
放
送
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
た
。
紫
塚
同
窓
会
の

ご
８
ｇ
輿
で
も
刻
々
と
状
況
が
伝
え

ら
れ
、
「い
い
ね
」
が
急
増
し
た
。

第
４７
回
大
高
祭

サ
ブ
タ
イ
ト
ル

「ロ
ン
ド
ン
五
輪
級
の
感
動
と
経
済

効
果
を
あ
な
た
に
」

平
成
２４
年
９
月
１
日
（土
）
に
開

催
さ
れ
、　
一般
公
開
さ
れ
た
。

男
子
校
の
大
高
に
女
子
の
高
校
生

が
来
校
で
き
る
唯
一
の
行
事
で
あ
る
。

実
行
委
員
長
の
目
標
は
、
「史
上

最
多
数
の
女
子
高
生
の
獲
得
」

大
高
祭
の
当
日
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
大
高
内
に
お
け
る
女
子
率

が
上
昇
し
、
共
学
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
い
た
。
な
ぜ
か
私
の
ク
ラ
ス

は
奥
さ
ん
方
の
来
場
が
多
か
っ
た
、

と
実
行
委
員
長
は
振
り
返
っ
て
い
た
。

（大
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
）

有
休
品
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
ゲ
ー

ム
、
吹
奏
楽
部
演
奏
会
、
大
高
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
が
催
さ
れ

た
。
「紫
塚
２
０
１
２
」
に
多
く
の

感
想
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
４８
回
大
高
祭
は
、
平
成
２５
年
９

月
１
日
、　
一般
公
開
の
予
定
。

創
立
百
十
周
年
記
念
式
典

同
窓
会
係
主
任
　
磯
　
　
仁

１０
月
１８
日
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
「質
素
堅
実
」
の
校
訓
に
ふ
さ

わ
し
い
厳
粛
な
式
典
で
あ
っ
た
。

平
成
２‐
年
度
に
記
念
事
業
実
行
委

員
会
を
設
置
し
、
会
則
及
び
記
念
事

業
の
検
討
、
同
窓
会
名
簿
の
発
刊
、

百
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊
の
準
備
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
途
中
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
第
二
回

実
行
委
員
会
が
延
期
に
な
る
と
い
う

ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
回
数
を

重
ね
、
記
念
式
典
の
準
備
を
進
め
て

き
た
。

式
典
当
日
は
１
７
０
名
を
越
え
る

来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
厳
粛

な
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
典
後
、

応
援
団
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
。

質
素
堅
実
の
校
訓
に
ふ
さ
わ
し
い
力

強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

会
場
を
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
変

え
た
記
念
講
演
に
は
、
さ
だ
ま
さ
し

氏
を
迎
え
、
４
５
０
名
を
越
え
る
来

賓
・保
護
者
の
方
々
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ヽ
氏
の
人
生
観
に
も
と
ず
く

話
と
歌
に
心
打
た
れ
た
方
は
少
な
く

な
か
っ
た
と
感
じ
た
。

今
回
の
創
立
記
念
事
業
に
お
い
て

は
同
窓
会
・Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
は
じ
め
、

本
校
職
員
全
員
の
協
力
に
よ
っ
て
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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修
学
旅
行

平
成
２４
年
１２
月
１
日
１
４
日
、
羽

田
か
ら
空
路
那
覇
へ
。
沖
縄
で
は
海

洋
博
公
園
、
平
和
記
念
公
園
、
首
里

城
・守
礼
の
門
な
ど
を
見
学
。
コ
ー

ス
別
体
験
、
ガ
ナ
追
体
験
、
班
別
研

修
な
ど
を
経
験
し
た
。

羽
田
空
港
で
の
「セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
を
通
し
、
良
い
体

験
が
で
き
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
生

徒
も
い
た
。

校
内
球
技
大
会

１０
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
た
。
１
年

生
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
卓
球
と
総

合
を
。
２
年
生
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
と

総
合
を
。
３
年
生
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ト
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

卓
球
と
総
合
を
競
っ
た
。

寒大
高
の
伝
統
行
事
の
一
つ
で
あ
る

寒
稽
古
が
１
月
２‐
日
か
ら
行
わ
れ
た
。

私
は
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
。
去
年

体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
い
、
歩
く
こ

と
が
多
く
納
得
が
い
か
な
い
寒
稽
古

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
年
こ

そ
は
と
気
合
を
入
れ
た
。
し
か
し
、

今
年
は
天
候
が
悪
く
初
日
は
グ
ラ
ン

ド
を
走
り
、
二
日
目
は
中
止
に
な
り
、

三
日
日
以
降
ポ
ッ
ポ
通
り
を
走
る
と

い
う
日
程
で
し
た
。
私
は
初
め
の
二

日
間
で
調
子
が
狂
い
、
寒
稽
古
が
始

ま
る
前
の
気
合
が
ど
こ
か
へ
行
き
そ

う
で
し
た
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
試

験
を
終
え
た
ば
か
り
の
三
年
生
方
も

参
加
し
て
い
て
、
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
と
気
合
を
入
れ
な
お
す
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
、
無
事
五
日
間
の

寒
稽
古
が
終
わ
っ
た
。
最
終
日
に
、

保
護
者
の
方
々
が
作
っ
て
く
れ
た
豚

汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
や
心
も

温
ま
り
、
保
護
者
の
方
々
へ
の
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
大

学
受
験
は
も
ち
ろ
ん
人
生
で
大
変
な

こ
と
辛
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
寒
稽
古
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（大
高
新
聞
・紫
窓
　
第
‐４７
号
よ
り
）

平
成
２４
年
度
卒
業
式

平
成
２５
年
３
月
１
日
（金
）、平
成

２４
年
度
卒
業
式
が
、
本
校
第
一体
育

館
に
お
い
て
厳
粛
な
中
に
も
盛
大
に

挙
行
さ
れ
た
。
寺
内
孝
夫
校
長
よ
り

卒
業
生
の
鳴
原
稔
弥
が
代
表
と
し
て

卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、
新
た
に
２

３
９
名
が
我
．が
紫
塚
同
窓
会
の
会
員

と
し
て
入
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

来
賓
祝
辞
の
中
で
車
田
孝
夫
同
窓

会
長
は
「今
日
ま
で
の
学
習
を
基
礎

と
し
て
、
な
お
一層
、
知
識
や
経
験

を
深
め
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
柔

軟
に
、
か
つ
積
極
的
に
対
応
し
得
る

主
体
的
な
行
動
力
と
豊
か
な
創
造
力

と
を
養
い
、
友
愛
と
奉
仕
の
精
神
に

充
ち
溢
れ
、
真
理
と
正
義
が
実
現
さ

れ
る
時
代
の
到
来
を
目
指
し
て
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。」と
餞
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
在
校

生
の
新
生
徒
会
長
萩
庭
亮
の
「如
何

な
る
困
難
や
逆
境
が
立
ち
塞
が
ろ
う

と
も
、
挑
戦
す
る
先
輩
方
で
あ
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
送
辞
の
言
葉
を
受

け
、
卒
業
生
代
表
の
瀬
谷
勇
作
が

「私
た
ち
自
身
が
今
や
れ
る
こ
と
、

や
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
一

つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
、
日
本
人
と

し
て
の
、
そ
し
て
、
大
高
生
と
し
て

の
誇
り
を
胸
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
誓
っ

た
。新

し
く
大
田
原
高
校
を
飛
翔
し
た

後
輩
た
ち
の
卒
業
を
心
か
ら
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
精
進
と
活
躍

を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

平
成
２５
年
度
入
学
式

平
成
２５
年
度
４
月
５
日
（金
Ｘ
平

成
２５
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

天
気
も
心
配
さ
れ
た
が
、
当
日
は
過

ご
し
や
す
い
天
候
と
な
っ
た
。

今
年
度
の
新
入
生
は
定
員
に
満
た

ず
、
２
３
３
名
の
入
学
者
で
あ
っ
た
。

担
任
に
よ
る
呼
名
で
は
緊
張
し
な
が

ら
も
優
る
と
も
劣
ら
な
い
大
き
な
返

事
を
し
て
い
た
。
寺
内
孝
夫
校
長
に

よ
る
入
学
許
可
後
の
校
訓
を
聞
く
そ

の
姿
に
は
、
高
校
生
活
へ
の
緊
張
と

期
待
感
と
が
み
て
と
れ
た
。

入
学
者
宣
誓
で
は
１
年
６
組
の
菊

川
力
矢
君
が
行
い
、
大
高
生
と
し
て

の
生
活
に
誇
り
を
持
っ
て
臨
む
こ
と

を
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
述
べ
た
。

そ
の
後
神
島
仁
誓
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
祝

辞
へ
と
進
行
し
、
入
学
式
は
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
無
事
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
「大
高
教
育
力
」
の
充

実
・強
化
を
学
校
経
営
方
針
の
第
一

に
置
き
、
初
期
指
導
、
居
残
り
学
習

体
験
な
ど
新
し
い
試
み
も
実
施
さ
れ

る
。
ま
た
、
５
月
に
は
第
２８
回
強
歩

が
行
わ
れ
る
。
質
素
堅
実
の
校
訓
の

も
と
に
、
文
武
両
道
を
成
し
遂
げ
、

夢
と
希
望
を
持
っ
て
充
実
し
た
大
高

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
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第
百
十
一回
創
立
記
念
式
典

４
月
１９
日
、
第
百
十
回
創
立
記
念

式
典
が
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
に
は
、
高
３０
回
卒
で
あ

る
塚
原
太
郎
氏
を
招
き
、
「大
高
卒

現
在
官
僚
」
と
い
っ
た
演
題
で
、
普

段
の
生
活
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な

い
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
な

か
な
か
理
解
し
に
く
い
官
僚
と
い
う

仕
事
の
実
情
や
苦
労
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
生
徒
た
ち
の
物
の
見
方
や
考

え
方
に
幅
を
持
た
せ
て
く
れ
る
、
内

容
あ
る
講
演
だ
っ
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
芸
術
鑑
賞
に

お
い
て
は
、
林
家
た
い
平
さ
ん
を
中

心
と
し
た
落
語
を
鑑
賞
し
、
話
し
手

さ
ん
た
ち
の
巧
み
な
話
術
と
、
落
語

本
来
の
お
も
し
ろ
さ
に
会
場
は
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
に
包
ま
れ
、
本
校

生
た
ち
も
新
し
い
芸
能
に
触
れ
、
楽

し
い
だ
け
で
な
く
新
た
な
世
界
観
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験
で

あ
っ
た
。

部
　
活
　
動

ど
く
し
ょ
甲
子
園

奨
励
賞
受
賞

チ
ー
ム
岩
本
は
、
第
三
回
ど
く
し
ょ

甲
子
園
で
、
昨
年
の
最
優
秀
賞
に
引

き
続
き
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

ど
く
し
ょ
甲
子
園
と
は
、
読
書
会

の
成
果
を
一枚
の
「読
書
ボ
ー
ド
」

に
表
現
す
る
高
校
生
の
コ
ン
ク
ー
ル
。

朝
日
新
聞
、
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
の
共
催
。
文
部
科
学
省
後
援
、

出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
協
力
。

学
校
で
行
わ
れ
る
読
書
会
を
も
と

に
、
そ
の
本
の
魅
力
や
本
文
の
引
用

等
を
用
い
て
Ａ
３
用
紙
に
ま
と
め
、

イ
ラ
ス
ト
や
ル
ポ
載
せ
投
稿
す
る
。

今
回
の
題
材
は
大
江
健
三
郎
の

『飼
育
』
。
自
分
た
ち
で
自
由
に
取

り
組
み
作
業
し
た
。
授
賞
式
は
セ
ン

タ
ー
試
験
の
初
日
で
、
築
地
桂
離
宮

で
行
わ
れ
た
授
賞
式
に
は
、
２
年
生

の
櫻
井
篤
史
君
が
出
席
。
少
々
緊
張

し
た
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
高

校
生
と
仲
よ
く
話
が
で
き
、
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
と
振
り
返
っ
て
い
た
。

読
書
は
孤
独
と
は
無
縁
で
楽
し
い
と

言
う
こ
と
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
と

締
め
括
ら
れ
た
。

（大
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
第
５７
号
よ
り
）

山
　
岳
　
部

５
年
連
続
全
国
高
校
総
体
出
場

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
僕
に
と
っ

て
三
度
目
の
大
会
で
あ
り
昨
年
の
悔

し
い
思
い
を
バ
ネ
に
変
え
て
と
意
気

込
ん
だ
大
会
「再
戦
」
で
あ
る
と
同

時
に
三
年
間
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
た
ち

と
で
き
る
最
後
の
大
会
で
あ
っ
た
。

意
気
込
み
は
十
二
分
。
自
分
た
ち
の

ベ
ス
ト
を
出
そ
う
と
プ
レ
イ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
「勝
利
」
を
願
っ
て
。

優
勝
ま
で
あ
と
少
し
、
入
賞
ま
で
は

僅
か
の
差
で
惜
し
く
も
そ
の
願
い
は

叶
わ
な
か
っ
た
。
本
当
に
惜
し
か
っ

た
。応

援
激
励
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
事
務
の
先
生
方
、
壮
行
会
を
開

い
て
く
れ
た
応
援
団
。
応
援
し
て
く

れ
た
友
だ
ち
、
山
岳
部
の
皆
さ
ん
に

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
い
。

（大
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
第
５６
号
よ
り
）

囲
　
碁
　
部

囲
碁
部
の
団
体
メ
ン
バ
ー
は
、
全

国
高
校
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、　
一

勝
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

運
動
部
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
時
間

を
費
や
し
、
努
力
し
て
き
た
。
全
国

大
会
に
出
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
満

足
せ
ず
に
、
次
は
全
国
大
会
で
通
用

す
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

文
芸
部
　
美
術
部

第
３６
回
全
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

に
参
加
し
、
経
験
を
積
ん
だ
。

部

平
成
２４
年
度

春
季
県
下
大
会
　
ベ
ス
ト
８

秋
季
県
下
大
会
　
ベ
ス
ト
８

１
年
生
大
会
　
　
優
勝

平
成
２５
年
度

春
季
県
下
大
会
　
準
優
勝

関
東
大
会
　
　
　
出
場
　
神
奈
川

１
位
の
桐
蔭
学
園
に
１
対
２
の
惜
敗

「甲
子
園
近
し
」
の
印
象
を
多
く

の
方
が
持
た
れ
た
。
期
待
過
剰
に
な

ら
ず
、
し
か
し
し
っ
か
り
足
を
地
に

付
け
て
頑
張
り
ぬ
い
て
欲
し
い
。
今

こ
そ
、
同
窓
会
と
し
て
物
心
両
面
で

の
支
援
が
必
要
で
す
。

フ
レ
ー
フ
レ
ー
、
大
高
野
球
部
。

球

平成24年度 特別活動部の実績

2 陸上競技31
出場 今滓 崇人

大口原 16海

3 相 撲 =F

鳴東κ体福撲大会 (千 葉 )

=場

鳴東導抜 la撲 大会 (千 葉 )

出 場

5 鳴東総体水泳 大会 (群 馬 ) 由 場

鳴東スキー大会 (群 馬 )

千
年

回 碁 31 旧東地 区囲碁選手権大会 (千 葉 )

各国圏碁選手権大会(東 京)

全国総合来イじ祭 (書 出 )
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青
藍
泰
斗
、散
発
３
安
打

灘
盈
τ
」の
一打

〇
　
『直
球
だ
け
待
っ
て

い
た
」
．
栃
木
と
の
２
回
戦

で
九
回
に
同
点
打
を
放
っ
た

大
田
原
の
吉
沢
孝
晃
が
、
青

藍
泰
斗
と
の
準
々
決
勝
で
試

合
を
決
め
る
適
時
二
塁
打
を

放
っ
た
。

０
１
ｏ
で
迎
え
た
延
長
十

大
田
原
―
青
藍
秦
斗
奉
々

決
勝
　
延
■
１０
回
表
大
田

尿
１
死
一、
二
呈
、
吉
沢

が
左
鶴
え
に
先
制
の
２
点

適
時
ニ
ユ
打
を
放
つ
．
捕

手
　
内
田
奈
―
県
営
球

場
、
永
菫
箇
絵̈
撮
影

回
表
。
■
死
一　
二
塁
で
打

席
に
立
つ
と
、
外
角
の
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
Ｌ
趣
め
た
後
の
直

球
を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
。
そ
の

前
に
凡
退
し
た
４
打
席
や
他

の
打
者
へ
の
配
球
を
し
っ
か

り
分
析
し
た
こ
と
が
、
殊
勲

の
一打
に
つ
な
が
っ
た
。

２
年
ぶ
り
の
関
東
切
符
に

川
又
脇
定
監
督
は
「打
撃
強

化
の
成
果
が
出
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
．
背
番
号
１５
の

ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
は
「日
標

は
優
勝
」
と
満
足
す
る
こ
と

な
く
次
戦
を
見
据
え
て
い

蜃
愧
麟
一

回
に
均
衡
を
破
り
、
投
手
戦
一　
青
馨
泰
斗
・奈
良
田
潤
主

一
利

鐙

錮

時
打
を
放
ち
、アヽ
の
回
一挙

な
く
意
識
を
持
ち
夏
は
地

４
点
を
奪
っ
た
。　
　
　
　
　
一道
に
勝
ち
進
ん
で
い
き
た
い
」

県
営

お客様の大切な時間を演出します

KAttSUttAYA
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T324-0062
大田原市中田原2082-3
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in oll●

=y●C::nic

丼 上 DR耐
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TEL 045■822-2520

院  長
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0.A.PE

iSOつ 001・ lSO-14001認 証取得
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結
で
生
二想

佐
藤
　
秀
夫
（高
７
回
）

そ
の
一　
ど
な
た
も
故
郷
や
母
校

へ
の
愛
着
は
一入
の
こ
と
と
思
う
。

幸
い
、
私
は
、
生
れ
い
育
ち
、
学
ん

だ
故
郷
の
地
で
、
故
郷
の
教
育
の
道

一筋
で
、
定
年
満
了
で
き
た
こ
と
は
、

「お
陰
様
で
」
の
感
謝
の
一言
で
あ

Ｚω。私
は
、　
一時
期
、
県
教
委
那
須
教

育
事
務
所
勤
務
の
任
を
受
け
、
故
郷

那
須
の
地
（当
時
は
管
内
七
市
町
村
）

の
風
土
に
根
差
し
た
特
色
と
均
衡
あ

る
教
育
・文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

。発
展
・推
進
の
た
め
に
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
協
力
ょ
」支
援
を
得
て
、

そ
の
任
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
。
諸

々
の
教
育
関
係
会
議
や
会
合
・交
渉

等
で
は
、
い
く
度
か
、
時
に
は
偶
然

に
、
紫
塚
同
窓
の
方
々
と
の
出
会
い

の
縁
で
、
会
議
も
深
ま
り
弾
み
、
懇

親
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
当
時
の
懐
か

し
い
母
校
大
高
の
様
子
等
を
話
し
つ

つ
、
互
に
酌
み
交
わ
す
酒
杯
も
増
し
、

信
も
増
し
、
更
な
る
真
摯
且
つ
強
力

な
協
力
・支
援
が
得
ら
れ
、
同
窓
と

は
有
難
き
哉
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
、

こ
れ
が
紫
塚
同
窓
の
結
い
心
と
想
う

こ
と
多
々
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
所
長
在
任
中
は
、
紫

塚
同
窓
会
の
大
先
輩
、
故
星
野
宗
太

郎
先
生
が
、
県
教
育
委
員
に
ご
在
任

中
で
、
先
生
の
高
い
見
識
・見
地
か

ら
、
先
生
は
那
須
の
地
を
こ
よ
な
く

愛
し
執
心
し
、
後
輩
を
温
か
く
育
て

る
温
情
心
篤
く
、
私
も
時
々
気
安
く

叱
咤
激
励
を
受
け
、
ご
指
導
を
い
た

だ
い
た
こ
と
、
力
強
く
有
難
き
哉
、

紫
塚
同
窓
の
結
い
心
の
想
い
一入
で

あ
り
、
今
な
お
唯
々
感
謝
の
至
り
で

あ
る
。

そ
の
二
　
私
の
最
終
勤
務
校
（平

成
五
―
八
年
）
は
、
黒
磯
中
学
校
で

し
た
が
、
母
校
大
高
の
一大
行
事
で

あ
る
８５
キ
ロ
強
歩
の
深
夜
の
途
中
休

憩
所
、
仮
眠
所
と
し
て
、
体
育
館
や

校
舎
を
、
強
歩
開
始
当
初
か
ら
提
供

し
て
き
た
。
私
の
黒
磯
中
学
校
長
時

の
大
田
原
高
校
長
は
、
同
期
「昭
士

会
」
の
小
林
慢
校
長
（現
・同
窓
会

副
会
長
）
で
、
事
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

等
を
同
道
し
、
小
林
校
長
か
ら
彼
独

特
の
例
の
響
声
で
「今
年
も
よ
ろ
し

く
」
と
の
一言
に
、
私
も
阿
昨
の
呼

吸
で
「分
か
り
ま
し
た
」
の
一言
即

応
で
し
た
。

私
も
毎
年
五
月
に
入
る
と
、
母
校

大
高
の
８５
キ
ロ
強
歩
の
一大
行
事
が

気
が
か
り
と
な
り
、
無
事
成
功
を
願

い
、
強
歩
の
生
徒
た
ち
を
迎
え
る
に

当
た
り
手
違
い
が
な
い
よ
う
に
と
、

本
校
の
大
高
同
窓
職
員
は
全
員
及
び

協
力
職
員
を
配
し
、
深
夜
の
ひ
と
時

は
校
庭
に
約
一五
〇
〇
余
名
も
の
生

徒
及
び
支
援
応
援
諸
々
の
人
達
が
集

ま
り
不
夜
城
化
（？
）
の
混
雑
を
も

呈
す
る
黒
磯
中
と
な
る
の
で
、
不
測

の
事
故
防
上
の
監
視
体
制
（校
舎
内

外
）
を
万
全
に
と
り
、
強
歩
の
生
徒

た
ち
を
温
か
く
迎
え
、
静
か
に
休
憩

仮
眠
が
で
き
、
そ
し
て
再
び
エ
ー
ル

を
送
り
生
徒
た
ち
を
元
気
に
送
り
出

し
た
い
願
い
の
み
で
し
た
。

深
夜
、
大
勢
の
人
た
ち
が
待
つ
黒

磯
中
校
庭
へ
、
「質
素
堅
実
」
等
々

の
職
を
立
て
、
疲
労
極
限
に
達
し
な

が
ら
、
な
お
も
自
分
に
挑
戦
し
て
い

る
大
高
後
輩
た
ち
の
数
々
の
強
歩
青

春
ド
ラ
マ
の
光
景
を
観
て
は
感
涙
し
、

前
日
か
ら
の
黒
磯
支
部
保
護
者
や
紫

塚
同
窓
会
員
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト

（臨
時
の
証
明
設
置
。
テ
ン
ト
張
り

・夜
食
準
備
・救
急
救
護
・交
通
整

理
等
々
）
に
伝
統
校
大
高
の
結
束
力

・底
力
の
堅
い
絆
に
敬
服
し
、
そ
し

て
強
歩
の
生
徒
た
ち
を
送
り
出
し
た

後
は
、
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う

に
ゴ
ミ
一
つ
な
く
見
事
に
素
速
く
整

理
整
美
さ
れ
、
静
寂
な
元
の
黒
磯
中

に
様
変
わ
り
す
る
頃
に
は
、
束
の
空

も
自
々
、
私
も
職
員
も
ホ
ッ
と
し
て
、

爽
や
か
に
朝
を
迎
え
る
の
で
す
。
早

速
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
感
激
の
ド

ラ
マ
や
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
鮮
明

な
内
に
と
、
朝
会
で
黒
中
生
に
話
し
、

黒
中
通
信
で
は
（新
聞
報
道
よ
り
も

ホ
ッ
ト
に
詳
細
に
）
保
護
者
・地
域

に
も
Ｐ
Ｒ
し
、
大
い
な
る
感
動
の
反

響
も
あ
り
ま
し
た
。

黒
磯
中
校
長
の
私
に
と
っ
て
、
思

い
出
多
い
春
の
一夜
（徹
夜
）
の
強

歩
イ
ベ
ン
ト
の
四
年
間
で
あ
り
、
母

校
大
高
を
卒
業
し
て
約
四
十
年
後
に
、

母
校
と
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
関
わ

り
合
い
を
も
ち
得
た
幸
せ
を
噛
み
し

め
、
同
窓
の
結
の
心
の
想
い
を
更
に

深
く
し
、
今
も
な
お
熱
く
心
に
留
め

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

そ
の
三
　
私
た
ち
高
七
回
卒
は
、

昭
和
十
一年
生
ま
れ
組
で
あ
り
、
昭

さ
む
ら
い

和
の
士
の
会
を
気
取
っ
て
、

「昭
士
会
」
と
名
付
け
、
大
高
を
卒

業
し
て
半
世
紀
余
、
毎
年
必
ず
、
大

田
原
近
在
在
住
者
を
中
心
に
、
年
頭

の
新
年
会
を
も
っ
て
い
る
。
毎
回
固

定
、
同
じ
部
屋
（割
烹
・片
岡
屋
・

同
期
の
故
片
岡
健
治
氏
を
偲
び
）
同

じ
場
所
で
、
今
で
も
必
ず
本
も
の
芸

妓
（幹
事
の
見
事
な
手
配
腕
前
に
感

謝
感
激
）
を
招
き
、
最
近
は
、
小
林

同
窓
会
副
会
長
や
吉
川
常
任
幹
事
か

ら
大
高
の
近
況
や
展
望
・願
望
を
聴

き
。
和
気
調
々
の
開
会
・盛
会
で
新

年
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
毎
回
数
名
は
、

遠
方
か
ら
馳
せ
参
じ
、
久
し
振
り
の

出
会
い
や
情
報
交
換
で
会
が
盛
り
上

が
り
い
次
回
の
再
会
を
約
し
楽
し
む

こ
と
毎
度
で
あ
る
。
発
足
当
初
の
若

き
現
役
の
頃
は
、
酒
量
も
そ
れ
ぞ
れ

に
豪
語
し
、
二
次
三
次
会
へ
と
流
れ

た
が
、
後
期
高
齢
者
組
に
入
っ
た
最

近
は
、
酒
量
も
少
な
め
健
康
へ
の
話

題
が
多
く
な
っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
生
老
病
死
・

会
者
定
離
は
こ
の
世
の
定
め
と
思
い

ど
も
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
仲
間
の
病

気
入
院
や
訃
報
に
接
す
る
度
に
、
心

痛
の
極
み
。

特
に
、
会
発
足
当
初
か
ら
、
献
身

的
に
幹
事
。世
話
（開
催
通
知
、
諸

手
配
、
大
高
や
仲
間
の
喜
び
。悲
し

み
の
連
絡
等
）
を
し
て
い
た
だ
い
て

き
て
い
る
の
は
、
吉
川
恵
造
氏
と
後

藤
哲
夫
氏
の
両
氏
で
あ
る
。
約
半
世

紀
余
に
亘
り
紫
塚
同
窓
の
結
い
心
の

想
い
と
仲
間
の
絆
を
堅
持
し
継
続
し

得
た
の
も
両
氏
の
お
陰
で
あ
り
、
我

ら
「昭
士
会
」
の
誇
り
で
あ
る
。

そ
の
後
藤
氏
の
一昨
年
七
月
の
急

逝
に
は
、
会
に
と
っ
て
も
大
シ
ョ
ッ

ク
大
打
撃
で
あ
っ
た
が
、
今
は
故
人

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
彼
に
皆
で
「あ

り
が
と
う
哲
ち
ゃ
ん
」
と
、
彼
の
真

摯
な
会
へ
の
尽
力
に
感
謝
し
、
ご
冥

福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。
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紫
塚
奨
学
団
報
告

係
教
諭
　
川
又
勝
寿

本
紫
塚
奨
学
団
は
、
大
正
７
年
、

多
数
の
同
窓
生
か
ら
寄
付
さ
れ
た
財

産
、
１
千
８
５
０
円
を
基
金
と
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
の
内
容
は
、

奨
学
資
金
の
貸
与
と
優
良
生
徒
の
顕

彰
で
あ
り
、
基
本
財
産
が
生
み
出
す

利
子
を
主
な
事
業
資
金
と
す
る
も
の

で
す
。
基
本
財
産
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
創
設
後
か
ら
の
篤
志
寄
付
に
加

え
て
、
昭
和
５７
年
度
に
迎
え
た
学
校

創
立
８０
周
年
記
念
事
業
の
主
た
る
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
窓
会

の
熱
心
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
飛
躍

的
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も

同
窓
会
を
は
じ
め
多
数
の
同
窓
生
か

ら
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。平

成
１４
年
度
か
ら
は
、
寄
付
金
と

返
還
金
を
貸
与
金
に
直
接
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
新
規
採
用
者
を
２
名
、

貸
与
月
額
を
３
万
円
と
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
団
の
運
営

に
つ
い
て
再
度
の
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
、
当
面
は
次
の
よ
う
な
方
針
で

運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
寄
付
金
を
基
本
財
産
に
繰
り
入

れ
る
。

②
平
成
２０
年
度
か
ら
当
面
の
間
は
、

新
規
採
用
者
２
名
に
対
し
て
、
入
学

時
に
一括
し
て
５０
万
円
を
貸
与
す
る
。

ま
た
、
現
在
、
当
財
団
は
公
益
法

人
制
度
改
革
に
よ
り
、
よ
り
充
実
し

た
財
団
と
な
る
べ
く
、
公
益
法
人
化

を
目
指
し
申
請
等
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆

様
に
は
、
従
来
よ
り
奨
学
団
へ
の
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
な
お
一層
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度

財
団
法
人

主要大学の合格者数(卒業年度) ()内 は過年度卒の内数

紫塚同窓会振込口座について
同窓会の財政がひっ迫しております。終身会費の納
入や、母校支援等のご寄附をお願い致します。お振
込は、次の振込白座にお願い致します。
郵便振込
口座名 ;栃木県立大田原高等学校内 紫塚同窓会
口座記号番号;00340-0-1748
※お振込いただく時は、
①お名前②卒業年③電話番号をご記載願います。

同
期
会
だ
よ
り

い
ち
は
つ
会
露
和
１８年
こ

事
務
局
長
　
小
泉
　
務

私
達
、
大
正
１４
・‐５
年
生
ま
れ
の

者
は
、
昭
和
１８
年
３
月
１
日
の
卒
業

で
、
恩
師
の
提
案
に
よ
り
一人
、
つ

ま
り
「い
ち
は
ち
」
、
そ
し
て
植
物

の
イ
チ
ハ
ツ
に
因
ん
で
同
学
年
会
の

名
称
を
「い
ち
は
つ
会
」
と
し
た
。

昭
和
１９
年
１
月
１
日
に
第
一
回
い
ち

は
つ
会
（集
い
）
を
開
催
し
、
爾
来

一年
と
し
て
休
む
こ
と
な
く
連
続
七

十
回
目
の
総
会
を
５
月
２３
日
大
田
原

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

い
ち
は
つ
会
員
１
５
３
名
の
う
ち

現
在
の
生
存
者
は
４３
名
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
米
寿
を
迎
え
、
第
７０
回
総

会
の
記
念
に
、
母
校
和
楽
池
の
周
辺

に
、
ア
ヤ
メ
科
の
植
物
で
あ
る
「イ

ツ
ハ
ツ
（一人
，
鳶
尾
」
を
１８
株
植

栽
し
ま
し
た
。

財団法人紫塚奨学団 平成24年度事業報告
事業の状況
(1)奨学金の貸与

大学生 1名   一括 500,000円

(2)奨学団賞授与
①顕彰者
・細谷 諒太

②3ケ年皆勤者 75名に対して記念品を授与
寄付金に関する事項

(平成24年 4月 1日 ～平成25年 3月 31日 )

・井上成紀 (現評議員・高12回 )様  30,000円
・玉木 茂 (現評議員・高20回 )様  100,000円
・片柳 洋 (現評議員・高22回 )様  10,o00円
・佐藤秀夫 (高 7回 )様
・匿名希望 様
大林茂俊 (高23回 )様

20,000FЧ

100,000円

50,000F]
・篠崎勝則 (現評議員・高14回 )様  30,000円
・平成24年度卒業生 239,000R

合 計  579,000円

国公立大 24年 23年 22年 21年 19年 私立大 24年 23年 22年 21年 19年
東京 0 早稲田 11(2) 18(2)
京都 0 1(1) 1 EEE塾

東京工彙 2 1 上智 3 2
―橋 1 国際基督教 : 0
大阪 1 1 学習院 0 2
名古屋 2 3 明治 27(3) 21(1)
東北 法政 13(2) 7(1)
1ヒ海道 : 2 立教 4 6(1) l

九 脩 0 0 中央 16(3
東京外国語 0 0 青山学院
筑波 3 東京理科 22 (2) 29(2)
千葉 6 関西 0 3
埼 玉 7(1) 6 関西学院 1 4
新潟 7(1〕 1 同志社 2 0
金沢 0 1 立命館 4 13(

横浜目立 0 1 芝浦工葉
東京学芸 3 1(1) 4 日本 50(3) 34 (2) 56(4)

東京農エ 2 専修 13(1) 14(1) 6
電気通信 8 2 1 東洋 3(2) 4
静目 0 9 駒沢 9 4
山形 6 7(1) 6(1) 7 東海 2
茨城 2 5(1) 5 神奈川 7(1) 23 (2)

宇椰富 国際医療福祉 12(1)

首椰大東京 3 獨協医科 0 i

1milo, 滉役私立大計

:36
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曝b魔甕語脇 サイ
株式会社関 商 事
代表取締役関  幸 ― (高22回 )

〒329-2763
栃 木 県那 須 塩 原 市 井 口532-7
TEL 0287-36-8181 FAX 0287-36-4141

中国料理 た 竜
代
代

田
田

誠 ― (高 18回)

尚 之 (高47回 )

大田原市城山2-2-12(消防署近く)

●0287-22… 2801(1り FAX 23-8383

製まえをろ
代表取締役 渡 辺 繁 治

(高 19回)

T E L 0287(22)6849

llll奈良スポーツ
代表取締役 奈 良 靖 久 (高12回 )

ブモ日ヨ燿員司T螢寒影ヌ2-2609-97TEL 0287-22-2670
http://mrw,narasp.com

カンタン。キレイ・色あせない
FU」 ICOLORデジカメプリント
写真のことなら何でも、
当店におまかせください。
カメラの山口
山口 紀之 (高36回 )

大田原市山の手1-7-1
TEL 0287-23-4166

lal田 中建築事務所
―級建築士 日本建築家協会会員
代表取締役
阿久津 賢 治 (第16回 )

本  社
T108-0074
東京都港区高輪2-16-45高 輪中山ビル
TEL 03-5420-243 FAX 03-5420-2461

司法書士法人 ,キ IJp:妻 彩5F~F
『悩みごと相談室』開設しました

彗蚕警曇片柳  洋信22回 )

普法書曇 伊 藤 憲 司 (高39回 )

T329-2711
栃木県那須塩原市石林224番地 6
(大田原刺 嚇 一本松ぽっlFEり沿)

7ELa287-37-55m FAX287-36-8672

劇ふみユ0

T325-0056
那須塩原市本町5-5
丁EL 0287-62-0 1 2 8
FA)(0287-62-1 07 6

lllナルミヤスポロツ
成 宮 正 人 (高44回 )

大田原市中央2丁目16番地15号TEL(o287)23-6668
FAX(0287)23-6437

iぬe丼上眼科医院
院 長 井 上 成 紀 幅12回 )

副院長 井 上 直 紀 (高43回 )

〒324-0051大田原市山の手1-2-11
80287-22-2514

医療法人 博友会

/●原EE科塵臨HARA EYE CLIN:C

院 長 原  裕 (高20回 )

T324-0042
大田原市末広1丁 目5番27号

(大田原市農協ヨコ)

TEL 0287 (24) 00 1 1

季節の上生菓子

伏見屋菓子店
一 (商 1回 )

志 (商30回 )

フ シ ミ ヤT E L 0287-23-2438
フシミヤ

F A X 0287-24-2 438

功
雅

見
見

伏
伏

すきやき。しゃぶしゃぶ。とんかつ

繁
大小宴会承ります (料理3,000よ り)

岡 野 繁 雄 (高23回 )

大田原市山の手1-3-9
丁EL 0287-22-2474FAX 0287-22-2718

各 種 印 届J

オ寸  Fロ 「11
飯
飯
　
Ｌ
ｘ

Ｅ
Ａ

丁
Ｆ

村 忠 雄 (中42回)

村   通 (高28回)

0287-22-20160
0287-23-4055
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社会保険労務士法人
ソウマ・高根事務所
社会保険労務士
相馬 誠 一 摘3回 )

〒101-0063
東京都千代田区神田淡路町2-105

ワテラスアネックス1210号
TEL 03-3251-5141

二 九 会
(さ んきゅうかい) (高16回 )

東  京 :親睦会2月
大 田 原 :定例会3月 9日
ゴルフ会 :9月 3日

藤田宏和 電話 0287-29-0902
岡本之良 電話 048-442-4364

隋
吉岡食品工業株式会社
乾燥唐辛子・塩漬唐辛子・葉唐辛子佃煮 製造

吉 岡 博 美 (高20回 )

吉 岡 航 平 (高51回 )

本 社〒324Ю051栃木県大田原市山の手2-1←10
T[L0287-23-5555/FAX 0287-23-5557

当L呼二_ホ_ルあぶらや
有限会社 油 屋 商 店
吉 サ|1恵 造 (高 7回 )

吉 川 秀 之 (高34回 )

〒3240051栃木県大田原市山の手 1丁 目1番 22号
(本 店)■■ 0287-22-2219 FAX 0287 23 7863
(ホ ール)1■L0287-24-241l FAX 0287-24-2412

潮

弁護士

田
潮
賢治法律事務所

田 賢 治 幅25國
T324-0042
大田原市末広1-1-32 三浦ビル2F
TEL 0287-20-1254
FAX 0287-20-1256

燿

椰

小

内科外科医院
林 伸 久 (高33回 )

〒324-0028
大田原市富士見11606265TEL 0287-23-8870

久島労務管理事務所
帯は難久鷲 正幅"D

う=329-2754
栃木県那須塩原市西大和3-41
日目  言舌  0287-36-9911(10
FAX  0287-36-8550

嬌 晨 入静Q

揚夕0,二
〒329-2921栃 木県那須塩原市塩原6
丁EL 0287-32-3232 FAX 0287-32-2989
http://wwwoinky.ip

:ぬe
丼上眼科医院
井 上  売 (高49回 )

順天堂大練馬病院眼科

〒324-0051大 田原市山の手1-2-1180287-22-2514

古十
車車

(高 3回卒)

(高32回卒)

栃木県大田原市大豆田457-24
電 言舌0287(54)0062

田 医 院
夫
之

孝
宏

田
田

確かな情報伝達企業として

株式会社 工‐エム企
―――新聞・広告・保険一――

栃木 県大 田原市黒羽向町 409
TEL.0287-54-0126 FAX.0287-54-0714

タイルエ事・石工事・住宅リフォーム・太陽光発電システム

:毀多八]モ株翻
代表聯 張橋 本  徹 信32回 )

益子 範明 (高2回 ) 荒牧  量 (高32回 )

山寄  洋 (高33回 ) 橋本  悟 (高41回 )

渡辺  毅 (高45回 )

本   社/大田原市南金丸
"∞

TEL 0287-24/00Ц0
東京営業所/北区赤羽台  東北営業所/仙台市泉区

htpブ/Ⅵ躙″V.haSimo.co.lp

情報システムのパイオニア

獄会社テ]J産業
代表取締役
秋 間  忍 (高16回 )

T325-0033
栃木県那須塩原市埼玉371-8
TEL 0287-62-6010
FAX 0287-62-8998
Mail:techncctecCWi.Colip

赫 h・
・
//―・

“
COWi.Co."
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吉成小児科医院
医師吉 成 仁 見幅22回 )

T324-0055
栃木県大田原市新富町 2-1-22
電 話 (0287)22-2412

宗 教 法 人

大田山光真寺
住 職 黒 田 泰 弘 (高35回 )

〒324-0051栃 木県大田原市山の手2-H-14
TEL(0287)22-2033

有限会社禾口 」泉 詔ヒ言十
代表取締役和 泉 卓 哉 (高22回 )

〒329-2703栃 木県那須塩原市槻沢322番地 9
TEL 0287-37-4871
FAX 0287-37-4872
http://www.izumi― archLects.com/

鈴木歯科医院
鈴 木 和 雄 (中 39回 )

T324-0241
大 田 原 市 黒 羽 向 町 74TEL 0287-54-0700

内科・ノlヽ児科。循環器内科

医療法人金 澤 医 院
理事長金 澤 正 邦 (高 15回)

事務長金 澤 政 史(高47回)

T325-0052
栃木県那須塩原市中央町1-8
TEL 0287(62)0029
FAX 0287(64)2590

猪股司法書士事務所
司法書士猪 股 秀

(高21
紫塚同窓東京会事務局長

〒106-0041
東京都港区麻布台3丁 目1番 5号 電 話 0335838657
日ノ樹ビル401号         F A X 03 3583 0583

土早
鵬

書|し、讐全、美味 最売霙肉の金澤
謝随更 野 ポ ーら 代表取締役 金 澤 駿 一
皓標登録"7662的             (高 11回 )

〒3250052那須塩原市中央町本店 π■ 0287(63)4129
FAX0287(63)8161

弥生町支店 TEL 0287(63)5673
http://www.nikunokanazawa.cOm

池島酒造株式会社
代表取締役
池 嶋 英 哲(高20回)

池 嶋 佑 介(高52回 )

T324-0036
‐大田原市下石上1227
TEL 0287(29)∞ 11

題字 長 嶋 石 城 (高 8回 )

Л¬肌 E.nttα
北関東綜合警備保障l■l
代表取締役社長 青 木   勲 (高 9回 )

常 務 取 締 役 笹 沼   収 (高 9回 )

本社 :宇都宮市不動前1-3-14
‐ L:028■639-0301

介護用品のレンタル・販売

松稽20言広 松僣45部史 松僣48欝史
■処方せん調剤 クスリの端 、月斡珊 お知狂どうぞ

¬貿穂牽看聯lξ讐「 貿,(0287)22■2502《う
大田原市城山1丁 目5-31 FA4 (0287)233040

郷土の発展と共に、一世紀――   dnce 18840慾土木株:絵1祗
那須土木株式会社一級建築士事務所
社/栃木県大田原市中央 1丁 目13番 10号
TEL 0287(23)5o780FAX 0287(23)0355

代:当計嘉躍響牒nぉud誉摺鵜)

繕亀
緊
霙 菖 嚢 奮 猫 賃 彊 帽 |

総 務 課 主 任 郡 司 康 雄 (高45回 )
住宅事業雛宅建懇長代理矢  吹  博  司 (高 46回 )

建 築 部 建1築 課
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きれいな写真は、

ミハル写真館
T324-0051
大田原市山の手2-6-33
丁EL0287(22)2566

(消防署前)

藤田山円光寺
住職神島仁誓 (高24回)

T329-2755
那須塩原市西原町4-5
TEL 0287-36-0476
F AX 0287-36-2965

内科・小 児科

鎌田浅香医院
鎌 田夢調雄 幅2徊)

T324-0043
大田原市浅香 3-3-9
TEL 0287-22-2703

褥 住 んで よ し
ぶゆたかな 人口原

店
颯
餡

有限会社 藤田材本
栃本県大田原市美原3丁目3266-1
TEL 0287(22)2617
代表取締役藤田 昭彦 (高26回 )

常務取締役藤田 晋輔 縞54回 )

NISHIDA

ORTHOPAEDIC

西田整形外科医院
整形外科・リハビリテーション科
整形外科専門医
院長 西 田 三 郎 (高30回 )

大田原女子高校そば
T324-0053
栃木県大田原市元町 1丁 目9-18
TEL 0287-20-3100

各種自動車販売・民間車検・石油類販売

l●l小浦モータース
夫 (高27回 )

夫 (高31回 )

大田原市佐久山2208番地
TEL 0287 1281 0016
TEL 0287 1281 0480
TEL 0287 1361 5338

道
敏

甫
甫「小　一̈一車検センタ．

エクソンモービ

ltl浅
代表取締役

T324-0057
栃木県大田原市住吉町1-14-20
T E L 0287(23)33660

井
浅

﹈働嘲一帥
十善山雲照寺
住 職 草 野 知 明 (高20回 )

副住職 草 野 光 丘 (高49回 )

那須塩原市三区町659番地
TEL 36-0824
FAX 36-3753

医療法人阿久津整形外科
(|リスI言撃上ション科)

院長 阿久津政司 (高37回 )

〒329-2727
栃木県那須塩原市永田町3-16

(西那須野駅前)TEL 0287(36)3639(0

吉 成 歯 科 医 院
吉 成 慶 司 (高23回 )

〒324-0234 大田原市前田145
TEL 0287-54-2600

セ イ ワ薬 局
星  和 明 (高30回 )

T324-0042
大 田 原 市 末 広 2-8-27
T E L 0287(22)2628

EでnMobilエクソンモービル代理店
侑)吉 田屋商店

代表取締役 森   英 夫 (高30回 )

那須塩原市西栄町1-8本  社 36-0013 1CSS 36■ 661
電話 (西那須野)0287国 道SS 36-0817 BPSS 36-1493

北関東36不動尊霊場第24番札所
下野観音霊場第9番札所

真言宗智山派

龍頭山不動員龍泉寺
住職植木 盛 雄 (高36回 )

大田原市山の手 2-9-2
丁EL (0287)22--2978
FAX(0287)24-2371
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facebook

●紫塚同窓会のfacebookも 開設しました。
平成25年 6月 1日 現在、「いいね」は127人。
第28回強歩や高校野球関東大会といったビッ
グニュースを送信した時は、592人が「話題」
に取りあげてくださり、「リーチ」は6,444
人に達しました。
●紙ベースの情報「同窓会報」は、一方通行
の情報発信であり、しかも年一回発行では、
情報の陳腐化は避けられません。
●ホームページでは、タイムリーな情報提供
ができ、近年多用されていますが、紙ベース
と同じで一方通行の情報です。
●それに対しfaceb00kは 「双方向」での情報
交信ができます。誰が発信し、誰が受信した
か分かります。どの地区で何人読んでいるか、
男女別、年齢層別のデータも入手できます。
同窓会活動の活性化や「若い世代のご理解、

参画意識の向上」のためにも、faccbookを活
用したい。
ただし、足の引つ張り合いなどマイナスイ
メージの投稿は避けたいと願っています。
皆さまのご協力をお願いします。

【広報担当副会長】

平成26年度同窓会総会・懇親会のお知らせ
(平成25年度から、6月の第一土曜日に固定化しました。)

1.日時 平成26年 6月 7日 (土)

総 会 ;15:00～    (予 定)

懇親会 :16:00～ 18:00(予定)

2.会場 大田原市内結婚式場
3.詳 しいご案内
●紫塚同窓会本部のホームページ、faccbOok
等でご案内致します。
●各年次の常任理事にも、事前連絡致します。

紫塚同窓会 ホームベニジ
●LttL http1//WWW.murttdou:sakurai ne:jp
●お問い合わせ、ご意見など

e―mairdaik。1@muradOu.sakura.ne.jp
※昨年度は、回線不具合でタイムリーにご回答できず、
ご迷惑をおかけいたしました。

※今年は各界で「活躍する同窓生」もご紹介したい。
常任理事を通してか、直接上記e―mailに ご投稿くだ
さい。

昨
年
度
は
、
百
十
周
年
記
念
号
と

し
て
２０
ぺ
‐
ジ
の
紙
面
と
し
た
が
、

今
年
は
元
に
戻
し
た
。
「会
報
」
は

紙
ベ
ー
ス
情
報
と
し
て
記
録
上
も
大

切
だ
が
、
ど
う
し
て
も
タ
イ
ム
ラ
グ

が
発
生
し
て
し
ま
う
。
予
算
の
５０
％

を
使
用
す
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

若
い
世
代
の
会
員
に
あ
ま
り
読
ま
れ

て
い
な
い
よ
う
で
悩
み
が
尽
き
な
い
。

若
い
世
代
（２０
歳
代
か
ら
４０
歳
代
）

と
交
流
を
深
め
、
同
窓
会
の
活
性
化

手
段
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・ヽ
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

世
界
に
突
入
し
て
い
る
昨
今
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「８
８
８
″と
ぃ
っ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
手
段
を
活
用
す
れ
ば
「道

が
開
け
る
」
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い

る
。
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
同
窓
会
総
会
の
翌
朝
、
状
況
を

す
ｏｏｇ
鼻
に
ア
ッ
プ
し
た
ら
若
い
会

員
か
ら
す
ぐ
に
「力
強
い
」
反
応
が

あ
り
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

車
田
会
長
の
下
で
、
改
革
の
糸
口

を
探
し
、
礎
を
固
め
た
い
。

広
報
担
当
・増
渕
忠
行
（高
１６
回
）

第60回十年会のお知らせ
。日時 平成25年 8月 15日 (木)15:00開始
・場所 結婚式場 KATSU「AYA
.(大田原市中田原2082-3 TEL0287-23-4165)

・該当年次 高 5、 高15、 高25、 高35、 高45、 1高55
●該当年次の方 ;会報に同封された案内に従って申込
ないただくか、該当年次の常任理事、理事の方を通し
て申し込んでください。
●該当年次以外で参加ご希望の方 :

平成25年 7月 末日までに母校・紫塚同窓会事務局ま
でFAXでお申込みください。
大田原高校 FAX0287-23-9691
(卒業年度、氏名、住所、電話番号)を必ずご記入

ください。
会費、5,000円は当日会場にご持参ください。

第12回紫塚GFクラブゴルフコンペ参加者募集
◇開 催 日
◇開催場所
◇募集人員
◇競技方法

◇参 加 費
◇プレー費
◇表  彰

平成25年 10年 19日 (土 )

那須野が原カントリークラブ
20組、80人
18ホ ール ペリア方式
団体競技及び個人競技
3,000円 (賞品及びパーテイー費)

10,000円 (昼食付)

団体、及び個人競技の部に優勝カップあ
り。
参加賞、その他賞品

◇参加申込、問合せ先
紫塚GFク ラブ事務局
大田原市財務部長 田村正幸 (高24回 )

TEL 0287-23-8797


